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■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
20
議
案
）

県
内
の
市
町
村
合
併
に
よ
る
各
市
町
村

の
脱
退
及
び
加
入
に
伴
い
、
愛
媛
県
町
村

議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
な
ど
の

組
合
規
約
の
変
更
及
び
財
産
処
分
等
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
の
必
要
を
生
じ
た
が
、

議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専

決
処
分
し
た
も
の
。

―
承
　
　
認
―

■
上
島
町
議
会
議
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
の
報
酬
を

定
め
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
改
正
し
た
も

の
。

―
原
案
可
決
―

■
平
成
16
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
９
会
計
）
補
正
予
算
（
10
議
案
）

―
原
案
可
決
―

●
一
般
会
計

【
補
正
前
】
４
５
億
２，

０
０
０
万
円

【
補
正
後
】
４
８
億
６，

４
０
０
万
円

●
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

【
補
正
前
】
７
億
６
０
万
円

【
補
正
後
】
７
億
２，

７
４
０
万
円

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
会
計

【
補
正
前
】
３，

１
７
０
万
円

【
補
正
後
】
３，

０
０
０
万
円

●
へ
き
地
出
張
診
療
所
事
業
会
計

【
補
正
前
】
３
０
０
万
円

【
補
正
後
】
４
９
０
万
円

●
老
人
保
健
事
業
会
計

【
補
正
前
】
７
億
４，

９
０
０
万
円

【
補
正
後
】
７
億
４，

９
３
０
万
円

●
公
共
下
水
道
事
業
会
計

【
補
正
前
】
１
２
億
９，

４
４
０
万
円

【
補
正
後
】
１
３
億
１，

６
０
０
万
円

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
会
計

【
補
正
前
】
４，

５
０
０
万
円

【
補
正
後
】
５，

３
５
０
万
円

●
介
護
保
険
事
業
会
計

予
算
総
額
の
補
正
は
な
し
。

（
歳
出
に
お
け
る
科
目
変
更
の
み
）

●
浄
化
槽
事
業
会
計

【
補
正
前
】
９，

１
５
０
万
円

【
補
正
後
】
１
億
９
８
０
万
円

●
船
舶
事
業
会
計

【
補
正
前
】
１
億
１，

７
９
０
万
円

【
補
正
後
】
１
億
１，

９
２
０
万
円

■
今
治
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
の
解
散
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て
及
び
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
（
２
議
案
）

平
成
17
年
１
月
16
日
に
、
今
治
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
の
う
ち
、
上
島
町
を

除
く
12
市
町
村
が
合
併
す
る
こ
と
に
伴
い
、

従
来
組
合
が
行
っ
て
い
た
事
務
を
共
同
処
理

す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
同
年
１

月
15
日
を
も
っ
て
組
合
を
解
散
す
る
も
の

と
、
組
合
の
財
産
を
処
分
す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
愛
媛
県
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
周
辺
地

域
振
興
協
議
会
の
設
置
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て
及
び
上
島
町
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

条
例
（
２
議
案
）

広
域
圏
計
画
の
策
定
及
び
実
施
並
び
に

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
周
辺
地
域
の
た
め

の
調
査
、
研
究
及
び
施
策
の
推
進
に
関
す

る
事
務
を
行
う
た
め
、
愛
媛
県
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
周
辺
地
域
振
興
協
議
会
（
構

成
は
今
治
市
と
上
島
町
）
を
設
置
す
る
も

の
と
、
行
政
の
広
域
化
の
要
請
に
対
処
し
、

効
率
化
と
均
衡
の
あ
る
発
展
を
促
進
す
る

た
め
、
今
治
地
区
広
域
市
町
村
圏
の
振
興

に
関
す
る
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
基
金
条
例
を
設
置
す
る
も
の
。

基
金
の
額
は
、
前
記
の
今
治
地
区
広
域

行
政
事
務
組
合
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
の

う
ち
の
今
治
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の

上
島
町
帰
属
分
５，

２
４
２
万
３
千
円
で
、

こ
の
運
用
益
を
、
愛
媛
県
瀬
戸
内
し
ま
な

み
海
道
周
辺
地
域
振
興
協
議
会
の
運
営
経

費
に
充
て
る
も
の
で
す
。
―
原
案
可
決
―

■
県
内
の
市
町
村
合
併
に
伴
う
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
（
17
議
案
）

県
内
の
市
町
村
合
併
に
伴
い
、
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
な

ど
の
組
合
規
約
の
変
更
及
び
財
産
処
分
等

を
行
う
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
岩
漁
地
第
２
号
平
成
16
年
度
岩
城
漁
港

地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
工
事
（
分
割

の
２
）
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
契
約
金
額

【
変
更
前
】
１
億
２，

９
１
５
万
円

【
変
更
後
】
１
億
３，

５
５
９
万
１
千
円

―
可
　
　
決
―

■
弓
削
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
根

幹
的
施
設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
基

本
協
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

●
委
託
協
定
事
業
費

【
変
更
前
】
１
億
９，

３
０
０
万
円

【
変
更
後
】
１
億
８，

１
８
０
万
円

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
つ

い
て

●
工
事
施
工
地
区
　
弓
削
上
弓
削
地
区

●
施
行
年
度
　
平
成
16
年
度

●
工
事
計
画

県
単
独
補
助
土
地
改
良
事

業
（
か
ん
が
い
排
水
）

●
施
行
方
法
　
請
負
施
行

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
路
線
番
号
　
１
２
５

●
路
線
名
　
先
新
城
２
号
線

●
起
　
点
　
上
島
町
岩
城
３
３
７
３
番
１

●
終
　
点
　
上
島
町
岩
城
３
３
９
４
番
２

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

上
島
町
合
併
以
前
に
引
き
続
き
、
上
島

町
も
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

上
島
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
策
定

す
る
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
２
議
案
）

横
井
　
義
弘
（
魚
島
）

田
中
　
基
賀
（
生
名
）―

適
　
　
任
―

平
成
16
年
上
島
町
議
会
第
１
回
定
例

会
が
、
12
月
22
日
に
招
集
さ
れ
、「
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
な
ど
、
59
議
案
が
提
案
さ
れ
、
こ

の
日
は
、
55
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
た

後
、
休
会
に
入
り
ま
し
た
。

12
月
24
日
に
再
開
さ
れ
た
継
続
本
会

議
で
、
４
議
案
が
審
議
さ
れ
、
第
１
回

定
例
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
議
案
の
主
な
内
容
及
び
議

決
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
16
年

第
１
回
定
例
会



平
成
の
大
合
併
と
い
わ
れ
、
全

国
で
合
併
協
議
の
進
む
中
、
本
町

に
お
い
て
も
平
成
16
年
10
月
１

日
、
構
成
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

と
文
化
を
礎
と
し
て
、「
上
島
町
」

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

昭
和
の
大
合
併
時
に
は
不
調
に

終
っ
た
上
島
合
併
で
す
が
、
今
回

の
合
併
協
議
が
整
っ
た
背
景
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
財
政
力
の
弱
さ

は
解
消
で
き
な
い
と
い
う
危
機
感

が
大
き
く
作
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
合
併
し
た
か
ら
と
い

っ
て
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
今

以
上
に
財
政
力
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
は
望
め
ず
、
離
島
同
士
の
合
併

と
い
う
地
理
的
な
制
約
は
、
効
率

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で

大
き
な
障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
名
橋
の
予
算
が
採

択
さ
れ
る
な
ど
、
上
島
架
橋
の
実

現
が
、
近
い
将
来
見
え
て
き
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
離
島
同
士
で
あ

る
こ
と
か
ら
相
互
の
交
流
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
近
く
て
遠
い
存
在
で

あ
っ
た
も
の
を
、
真
に
近
く
て
近

い
島
に
す
る
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
国
の
財
政
優
遇

措
置
な
ど
に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、

離
島
と
い
う
地
域
の
特
性
を
有
効

に
活
か
し
、
新
町
が
目
指
す
将
来

像
「
新
た
な
交
流
に
よ
る
人
も
自

然
も
輝
く
ま
ち
・
上
島
」（
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ズ
）

の
実
現
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
行
政
・
議
会
・
町
民
が

三
位
一
体
と
な
っ
た
努
力
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、
国
と
地
方
を
通
じ
た
税

財
政
の
「
三
位
一
体
改
革
」
の
全

体
像
で
は
、
平
成
17
・
18
年
度

の
地
方
財
政
に
つ
い
て
、「
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交

付
税
、
地
方
税
な
ど
の
一
般
財
源

の
総
額
を
確
保
す
る
」
と
し
ま
し

た
が
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
本
町

の
財
政
状
況
は
、
今
後
も
危
機
的

な
状
況
に
陥
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
が
ど
の
程
度
の
規
模
で
、

ど
の
税
目
を
目
安
に
実
施
さ
れ
る

か
は
不
確
定
で
、
議
論
も
遅
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
財
政

見
通
し
が
立
た
ず
、
地
方
に
と
っ

て
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
町
の

財
政
は
、
近
年
の
景
気
動
向
を
反

映
し
、
町
税
を
は
じ
め
そ
の
他
収

入
に
つ
い
て
も
伸
び
が
期
待
で
き

ず
、
歳
入
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
方
、

歳
出
で
は
、
時
代
の
変
化
に
即
応

し
た
少
子
高
齢
化
対
策
を
は
じ
め

地
域
福
祉
施
策
や
生
活
関
連
社
会

資
本
の
整
備
な
ど
の
重
要
政
策
課

題
に
か
か
る
財
政
需
要
が
ま
す
ま

す
増
大
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
長
の

公
約
で
あ
る

■
思
い
や
り
の
あ
る

健
康
福
祉
の
町
づ
く
り

■
活
力
あ
ふ
れ
る

産
業
の
町
づ
く
り

■
心
豊
か
な
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り

■
地
方
分
権
に

ふ
さ
わ
し
い
町
づ
く
り

の
実
現
の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
生
か
し
た
、
予
算
編
成

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

本
町
の
平
成
17
年
度
当
初
予
算

編
成
は
、
国
の
財
政
対
策
等
に
留

意
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
の
財
政
健

全
化
へ
向
け
た
取
組
み
を
行
う
こ

と
と
し
、
社
会
資
本
施
設
整
備
以

外
に
は
財
政
調
整
基
金
・
ふ
る
さ

と
整
備
基
金
を
使
わ
ず
に
収
支
が

均
衡
す
る
財
政
構
造
の
確
立
を
目

標
に
、
新
町
建
設
計
画
の
積
極
的

な
展
開
を
図
り
つ
つ
、
施
策
全
般

に
つ
い
て
の
事
務
事
業
の
見
直
し

を
徹
底
し
、
経
常
的
経
費
の
大
幅

な
節
減
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、

行
財
政
運
営
の
簡
素
効
率
化
を
積

極
的
に
推
進
し
、
創
意
と
工
夫
を

加
え
、
最
大
の
行
政
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
英
知
を
結
集
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。
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新たな交流による人も自然も輝くまち・上島（コミュニケーション・アイランズ）の実現を目指して

平成17年度　
上島町では、昨年12月定例議会で平成17年度の予算編成方針を示しました。
現在、この方針に基づき、予算編成を行っており、本年３月の定例議会へ、各会計の当初予算案を、

上程することとしています。

【 主 な 内 容 】

■健康福祉のまちづくり

■教育・文化のまちづくり

■産業振興のまちづくり

■観光・交流のまちづくり

■生活基盤の充実したまちづくり




